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前県議会議員

加藤なを子
県議会どうなっているか知ってますか？

共産党の議員がいないと、
届かない声がたくさんあります
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２０２２年 ４ 月号外　� 発行／日本共産党湘南地区委員会
日本共産党の見解を紹介します

「みなさんの声を届けたい」−−
再び県政へ

１９５８年小田原生まれ。
２００３年から２０１５年まで市
議 ３期／２０１５年から２０１９
年まで県議１期／家族夫、�
３ 女。藤沢市円行在住。

Profile
加藤なを子日本共産党の

ことをもっと
知りたい方は

【主な請願・陳情の審査結果】
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請願39
教育費の公私間格差をなくし、子ども
たちにゆきとどいた教育を求める請願
（署名数70,723筆）

不採択 ○ × × × × × × × ○ ×

陳情104 ゆきとどいた神奈川の障害児教育を求める陳情（署名数12,091筆） 不了承 ○ × × × ／ × ／ ／ × ／

［注］請願は本会議、陳情は委員会での審査結果（／は委員会に所属無し）　2021年第 ３回定例会（後半）

【共産党提出の意見書（案）・決議（案）の採択結果】

意見書（案）・決議（案）名 採決
結果
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石炭火力発電所の新増設計画の中止を求める意
見書（案） 否決 ○ × × × × × × × ○ ×

選択的夫婦別姓制度の法制化に関する意見書（案） 否決 ○ × × × × × × × × ×
核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書（案） 否決 ○ × × × × × × ○ ○
［注］上 ２つは2021年第 ３回定例会（後半）、一番下は2020年第 ３回定例会（後半）

　私は、市民の皆さんと一緒に高齢者移動支援
（無料パス）やみんなで一緒に食べる全員制の
中学校給食の実現に向けて取り組んできました。
　いのち、くらしを守る県政に変えていくため
に頑張ります。



市内村岡在住　３人の子育て中
長田光子さん

NPO気候危機対策ネットワーク代表
武本匡弘さん

｜Support Message｜ ｜Support Message｜

ー い つ も 現 場 に 、市 民 と と も に

なにより、
いのちと平和

中学校給食の
実現へ

気候危機の打開へ
草の根から行動

ロシアによるウクライナ侵略で
多くの子どもが犠牲になってい
ることに胸が痛みます。「憲法
９条守れ、核兵器なくせ」と平
和の声をあげています。

神奈川県は、中学校給食の実施
率が全国一低い県です。保護者
のみなさんと力を合わせ、県内
すべての中学校で小学校のよう
な全員制の給食をめざしてとり
くんでいます。

気候危機を止めるために、市民
のみなさんといっしょに声を上
げていくとともに、プラスチッ
クごみを減らす、身近な自然を
守るなど行動しています。

　なを子さんとの出会
いは ６年前、市民団体
での集まりでした。
『暮らしの中で困って
いることを何でも教え
てください』とみんなの話を親身に聞いて
くれる優しい人柄に感動！現政治の良くな
い所ははっきりと批判する正義感の強さ！
政治家ってこんなに身近な存在なのか、と
驚いたのを覚えています。全ての命を大切
にする心優しい正義の味方！母・女性・人
として尊敬する加藤なを子さんを心から応
援します。

　市民の声の代表者を
選ぶという行動は、民
主主義社会にとって最
も重要な事だと思う。
その選択を誤るとコロ
ナのような災禍を悪化させ、戦争や紛争を
引き起こしかねない。今まさにこの事が問
われるのではないだろうか？
　人類が抱える最大の危機は地球の限界を
超えた『気候危機』であり、相変わらず繰
り返される戦争と核への脅威だ。それを克
服したいと願う私たちの思いにきちんと耳
を傾け、ともに行動する加藤さんは正に私
たちの代表である。
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転換を

〉〉�自己責任を押し付ける「自宅療養方針」を撤回し、保健師の増員
と保健所の体制強化、医療機関への財政支援を

〉〉�介護、保育などケア労働者の賃金引上げと労働条件の改善を

いのちを守るコロナ対策
―ケアに手厚く、県民のいのちを守る県政へ1

〉〉�子どもの医療費無料化を高校卒業まで
所得制限なしに

〉〉全員制の中学校給食の実施
〉〉高齢者移動支援へ無料パスの実現
〉〉補聴器購入の補助制度をつくる
〉〉重度障がい者医療助成制度の拡充

子どもから高齢者までやさしい県政に2

〉〉�村岡新駅周辺開発は中止
〉〉�最低賃金を１５００円に、リストラから
雇用を守るとりくみの強化を

〉〉�公契約条例をつくる、中小企業の�
予算増額を

くらしと仕事を支える県政に3

〉〉�県として予算を増やして省エネ対策、再生可能エネルギー
の導入に向けてとりくみを強化

〉〉�緑地保全を進めます
〉〉�地震・津波・洪水対策の強化を

気候危機打開へ県民とともにとりくむ県政に4

〉〉ジェンダ－格差を打開、実効性ある計画に
〉〉�DV被害や「女性の貧困」など、多様な困難を抱える
女性への支援を強める

ジェンダー平等を力強く進める県政へ5
いっしょに
がんばります

あさか由香
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